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W i l e y  B o o k  N e w s  

ヌクレオチドはおそらく、DNAやRNAのような核酸の構成単位としての役割で最もよく知られているが、細胞内において

他にもさまざまな役割を果たしている。ヌクレオチドは化学修飾に適しているため、酵素阻害薬、生化学プローブ、細胞

毒性化合物として使用することを目的に、最近では自然発生したヌクレオチドに修飾を行った様々な類似物質が開発さ

れている。過去5年の間に、癌治療においてこのような化合物の臨床的使用が飛躍的に進歩し、この化合物群への関心

が一気に高まっている。 

複数の著者によって執筆された本書は、修飾ヌクレオシドを研究する上での包括的なリファレンスとして構成されており、

分子生命科学の研究者によって現在研究が進められている、あらゆる関連化合物群を網羅した内容となっている。 

第一部では、DNA損傷を引き起こす自然発生変異など、生化学と分子生物学における化合物とその主な応用について

取り上げられている。 

第二部では、治療的用途への応用の可能性を持つ化合物、および実際に治療に使用されている化合物に焦点を絞っ

ており、ここでは特に抗癌分野など、過去2、3年の間に市場に出回ってきた数種類の化合物など、最近開発された化合

物を取り上げている。 

全部で25種類以上のさまざまな化合物と化合物群について詳述されており、すべてにおいて生物合成または化学合

成、作用機序、分子物性、応用例などに関する貴重なデータが含まれている。 
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